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救急業務の高度化に対応して

青山 弘樹 氏飯田消防署　指導救急救命士（ファシリテーター）

救急業務の質向上に向けて業務として実施

Simulation Forefront

指導救急救命士が講師を務めるPOT研修会
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　長野県南信州広域連合は香川県と同程度の面積からなり、消
防署の活動は217名の署員が“兼務”の形で担っています。つまり、
救急係の所属であったとしても、予防活動や災害救助業務を行う
機会があり、その逆もあるわけです。そのため、署内で行う研修
はこれまで、“広く”“浅く”といった形にならざるをえませんでし
た。しかし、救急業務は近年、高度化が進んでいます。また、高齢
化等の影響もあって救急出動件数は増える一方です。こうした状
況を踏まえ、飯田広域消防本部が救急活動研修として取り入れる
ことにしたのがPOTです。
　「平成26年に行われた指導救急救命士の養成研修でPOT
を体験する機会があり、心肺停止前の傷病者に救急救命士
が実施できる処置の範囲が広がってきている状況を考えると、
“自分たちに必要なトレーニングはこれだ！”と思いました。そ
こで早速、有志で南先生を飯田地区にお招きし、POTをして
いただいたところ、予想通り、参加者たちの反応はよく、次回
はぜひ“業務”としてやってほしいとの声が上がりました」
（青山弘樹氏）

　当時の飯田広域消防本部は患者シミュレータを保有していな
いなど、POTを始めるうえで、いくつかの課題がありました。しか
し、有志でPOT研修会を開催した際に幹部署員に見学をしても
らっていたことから署内の理解をスムーズに得ることができ、患
者シミュレータの購入も無事実現しました。そして、業務として研
修に組み込むこともできるようになり、順調に2年目を迎えてい
ます。
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野県南信州広域連合 飯田広域消防本部による平成30年度救
急活動研修会「POT第1回」が2018年5月30日、同本部内で開

催されました。POT（Paramedic Orbital Training）とは一般財団法人
救急振興財団救急救命東京研修所の南浩一郎教授らが開発した心肺
停止前の傷病者に対する観察能力の向上を図ることを目的としたトレー
ニング方法ですが、本研修会の特徴の一つは、講師（ファシリテーター）を
消防本部内に所属する指導救急救命士が務めていることにあります。本
稿では、研修会の様子をダイジェストするとともに、POTを研修に取り入
れるようになった経緯やこれまでの成果、今後の展開に迫ってみました。
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復命書の代わりに提出する「症例復習ノート」

観察結果をもとにグループ内で症例の病態推論を進める

　この日の研修会には16名が参加し、4名ずつ4つのグループに分
かれて着席した後、青山氏がPOTの概要を説明したところで、1つ
目の症例がスクリーンに映し出されました。介護施設に入所中の60
歳の男性が食事の時間になっても起きてこなかったことから職員
が部屋に見に行ったところ、意識がなかったため、救急要請がなさ
れたというものです。当日の気候や昨晩の様子などの情報を踏ま
えて、まず、2つのグループの代表者が観察を開始しました。シミュ
レータで心音や呼吸音、脈拍などを確認したほか、シミュレータで
再現できない12誘導心電図や血圧、身体症状などはスクリーンに
映し出してもらい、観察を進めていきます。その後、残りの2グルー
プの代表者も同様に観察を行った後、グループごとに得られた情報
をもとに、この男性がどのような病態が原因で救急要請されること
になったのか、推論していきました。各グループの代表者が推論し
た結果をホワイトボードに書き出し、それぞれの推論結果を発表し
たところで、ファシリテーターを交えたディスカッションが始まりまし
た。「緊急性と重症度はどう判断しましたか？」「各グループから
ショックという言葉が出てきましたが、救急隊員3名で出動した場
合、できる処置はありますか？」「病院はどのように選定しますか？」
　ファシリテーターが質問を行うことで、各病態に関する知識を
確認したほか、実際にどのように救急活動を行っていくかについ
て考えていきました。この日用いられた症例は、南先生が作成し
た39ある症例集の中からピックアップした出血性ショックと、脳
卒中、熱中症の計3つです。
　「今回は現場で遭遇する機会が多い疾患や処置拡大に関連し
た病態、さらには季節的に増えてくる症状という視点で選びまし
た」（青山氏）

スムーズな治療に結びついた的確な観察
　飯田広域消防では現在、1本部、4消防署、6分署に合わせて68名
の救急救命士が在籍しており、どの消防署、どの分署にも救急救
命士は必ず配置されています。しかし、分署になると、規模が小さ
いだけに、救急隊員だけで出動しなければならないケースが出て
きます。そうしたケースでは、救急隊員は少なからず不安を感じて
しまいます。そこで、昨年度は救急救命士と救急隊員を分けて実施
していたPOT研修を、今年度から区別せずに一緒に実施すること
にしました。「救急救命士がどのように観察しているのかを知りた
い」という救急隊員の声に応えて変更したものです。
　もう1つ、今年から変更した点は、通信司令員にも参加してもらう
ようにしたことです。傷病者の予後は現場での観察に加え、情報伝
達の質により大きく左右されます。そこで、通信司令員たちにも救
急隊員たちが現場でどのような活動をしているかを学べるように

現場活動に即した展開も視野に
　飯田広域消防では、1～2年後にはPOT研修をさらに発展させる
ことを考えています。具体的にはこの地域で実際にあった症例を用
いてPOTをすることを考えており、いま準備を始めています。そし
てさらにその先には、実活動を入れていくこと、つまり、救急隊を
組んで処置を含めて動きをつける形へと進化させることも視野に
入れています。その際、観察している様子をカメラで撮影し、その動
画をもとにデブリーフィングを通じて行動や発言を振り返り、評価
していきたいと考えています。どのタイミングでどういう行動をと
りどんな処置をしているのか、また、どういった発言をしているの
かを振り返ることができれば、より質の高いトレーニングが可能に
なり、実践にも活きてくるだろうと考えているわけです。POTを通
じて学んだ内容が質の高い救急活動として地域住民に還元される
ことが期待されます。

したわけですが、熱中症の症例では「バイスタンダーには、どのよ
うな指示を出しますか」といった質問が投げかけられ、通信司令員
にも考えてもらう工夫が見られました。
　POT研修には、ユニークな工夫も組み込んでいます。自治体消
防は行政機関の1つのため、研修に参加した署員たちは、研修会
終了後、復命書を提出しなければなりません。飯田広域消防本部
では、この復命書の代わりに、個々の参加者が研修を振り返った
「症例復習ノート」を提出することを認めることにしました。
POT開発者の南先生は、ファシリテーションのコツとして「参加
者にはもやもやっとした感覚を残させるようにすること」と述べ
ていますが、症例復習ノートはこのもやもや感を復習を通じて解
消してもらうため、さらには正しい知識を記憶として定着させる
ために効果があるようです。
　現在、飯田広域消防におけるPOT研修は改善や工夫を加えなが
ら実施しているところですが、早くも成果が上がっています。
　「今年1月に偶発性低体温症の症例を取り上げたのですが、それ
から間もなく、実際の現場で救急隊員が心電図波形から偶発性
低体温症でないかと気づいた例がありました。その救急隊員が
観察から得られた情報と偶発性低体温症の疑いがあることを病
院に伝えたところ、病院に到着する前には復温の準備が整えられ
ており、スムーズな連携・治療の甲斐があって、その方は無事、社
会復帰されました。家の中にいたという状況に惑わされず、観察
結果から病態を的確に探り当てた好例と言えます。POT研修で
行った内容がこんなに早く活かされるとは想像もしておらず、本
当に驚きました」（青山氏）


